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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に対して記録ヘッドからインクを吐出させて記録を行うインクジェ
ット記録装置、インクジェット記録方法、およびプログラムに関するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の目的は、特別な機構的な加工を加えることなく、記録ヘッドと記録媒体との間
の気流を制御してインクミストの影響を回避することができるインクジェット記録装置、
インクジェット記録方法、およびプログラムを提供することにある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のインクジェット記録装置は、第１の種類のインクを吐出するための複数の吐出
口が配列方向に配列された第１の吐出口列と、前記第１の種類と異なる第２の種類のイン
クを吐出するための複数の吐出口が前記配列方向に配列された第２の吐出口列と、を少な
くとも含む複数の吐出口列が前記配列方向と交差する走査方向に並んで配置された記録ヘ
ッドと、前記記録ヘッドを前記記録媒体上の単位領域に対して前記走査方向に相対的にＮ
回走査させる走査手段と、前記複数の吐出口列のそれぞれをＮ個に分割してなるＮ個の吐
出口群のうちの１つの吐出口群に対応する距離だけ、前記走査手段による走査と走査の間
に前記記録媒体を前記記録ヘッドに対して前記走査方向と交差する搬送方向に相対的に搬
送させる搬送手段と、前記複数の吐出口列の前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれに対して記録
比率を設定する設定手段と、前記Ｎ回の走査のそれぞれにおいて、前記設定手段により設
定された前記記録比率にしたがって前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれから前記単位領域にイ
ンクを吐出させるように制御する制御手段と、を有するインクジェット記録装置であって
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、前記設定手段は、前記Ｎ個の吐出口群のうちの第１の吐出口群と、前記第１の吐出口群
よりも前記配列方向において前記複数の吐出口列の一方の端部に近い第２の吐出口群と、
に関し、（ｉ）前記第１の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前記第１の吐
出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２の吐出口列
内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記
録比率よりも低くなり、（ｉｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比
率が、前記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前
記記録比率を設定することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明のインクジェット記録方法は、第１の種類のインクを吐出するための複数の吐出
口が配列方向に配列された第１の吐出口列と、前記第１の種類と異なる第２の種類のイン
クを吐出するための複数の吐出口が前記配列方向に配列された第２の吐出口列と、を少な
くとも含む複数の吐出口列が前記配列方向と交差する走査方向に並んで配置された記録ヘ
ッドを用いて記録媒体上に画像を記録するためのインクジェット記録方法であって、前記
記録ヘッドを前記記録媒体上の単位領域に対して前記走査方向に相対的にＮ回走査させる
走査工程と、前記複数の吐出口列のそれぞれをＮ個に分割してなるＮ個の吐出口群のうち
の１つの吐出口群に対応する距離だけ、前記走査工程による走査と走査の間に前記記録媒
体を前記記録ヘッドに対して前記走査方向と交差する搬送方向に相対的に搬送させる搬送
工程と、前記複数の吐出口列の前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれに対して記録比率を設定す
る設定工程と、前記Ｎ回の走査のそれぞれにおいて、前記設定工程により設定された前記
記録比率にしたがって前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれから前記単位領域にインクを吐出さ
せるように制御する制御工程と、を有するインクジェット記録方法であって、前記設定工
程は、前記Ｎ個の吐出口群のうちの第１の吐出口群と、前記第１の吐出口群よりも前記配
列方向において前記複数の吐出口列の一方の端部に近い第２の吐出口群と、に関し、（ｉ
）前記第１の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前記第１の吐出口列内の前
記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第１
の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率よりも
低くなり、（ｉｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前記第
１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前記記録比率を
設定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の種類のインクを吐出するための複数の吐出口が配列方向に配列された第１の吐出
口列と、前記第１の種類と異なる第２の種類のインクを吐出するための複数の吐出口が前
記配列方向に配列された第２の吐出口列と、を少なくとも含む複数の吐出口列が前記配列
方向と交差する走査方向に並んで配置された記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを前記記録媒体上の単位領域に対して前記走査方向に相対的にＮ回走査
させる走査手段と、
　前記複数の吐出口列のそれぞれをＮ個に分割してなるＮ個の吐出口群のうちの１つの吐
出口群に対応する距離だけ、前記走査手段による走査と走査の間に前記記録媒体を前記記
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録ヘッドに対して前記走査方向と交差する搬送方向に相対的に搬送させる搬送手段と、
　前記複数の吐出口列の前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれに対して記録比率を設定する設定
手段と、
　前記Ｎ回の走査のそれぞれにおいて、前記設定手段により設定された前記記録比率にし
たがって前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれから前記単位領域にインクを吐出させるように制
御する制御手段と、を有するインクジェット記録装置であって、
　前記設定手段は、前記Ｎ個の吐出口群のうちの第１の吐出口群と、前記第１の吐出口群
よりも前記配列方向において前記複数の吐出口列の一方の端部に近い第２の吐出口群と、
に関し、（ｉ）前記第１の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前記第１の吐
出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２の吐出口列
内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記
録比率よりも低くなり、（ｉｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比
率が、前記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前
記記録比率を設定することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記第１の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前記第２
の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前記記録比率を設
定することを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群と前記第２の吐出口群の
間の複数の吐出口群に対し、前記配列方向における位置が前記第２の吐出口群側に向かう
にしたがって記録比率が低くなるように、前記記録比率を設定することを特徴とする請求
項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、前記第２の吐出口列内の前記第１の吐出口群と前記第２の吐出口群の
間の複数の吐出口群に対し、前記配列方向における位置が前記第２の吐出口群側に向かう
にしたがって記録比率が高くなるように、前記記録比率を設定することを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記Ｎ個の吐出口群は、前記第１の吐出口群よりも前記配列方向において前記複数の吐
出口列の他方の端部に近い第３の吐出口群を更に含み、
　前記設定手段は、（ｉ）前記第１の吐出口列内の前記第３の吐出口群の記録比率が、前
記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２
の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第３の吐
出口群の記録比率よりも低くなるように、前記記録比率を設定することを特徴とする請求
項１から４のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記設定手段は、前記第１の吐出口列内の前記第３の吐出口群の記録比率が、前記第２
の吐出口列内の前記第３の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前記記録比率を設
定することを特徴とする請求項５に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記複数の吐出口列は、前記第１、第２の種類のインクと異なる第３の種類のインクを
吐出するための複数の吐出口が前記配列方向に配列された第３の吐出口列を更に含み、
　前記Ｎ個の吐出口群は、前記第２の吐出口群よりも前記配列方向において前記複数の吐
出口列の前記一方の端部から遠い第４の吐出口群を更に含み、
　前記設定手段は、（ｉ）前記第３の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前
記第３の吐出口列内の前記第４の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２
の吐出口列内の前記第４の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第２の吐
出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第４の吐出口
群の記録比率が、前記第３の吐出口列内の前記第４の吐出口群の記録比率よりも低くなる
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ように、前記記録比率を設定することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載
のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記設定手段は、（ｉ）前記第３の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前
記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第１
の吐出口列内の前記第４の吐出口群の記録比率が、前記第３の吐出口列内の前記第４の吐
出口群の記録比率よりも低くなるように、前記記録比率を設定することを特徴とする請求
項７に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記第１の吐出口群は、前記複数の吐出口列内の前記配列方向における端部に位置し、
前記第２の吐出口群は、前記複数の吐出口列内の前記配列方向における中央部に位置する
ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記設定手段は、前記第１の吐出口列内の前記Ｎ個の吐出口群それぞれにおける記録比
率の和がほぼ１００％となり、前記第２の吐出口列内の前記Ｎ個の吐出口群それぞれにお
ける記録比率の和がほぼ１００％となるように、前記記録比率を設定することを特徴とす
る請求項１から９のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　前記設定手段は、前記第１の吐出口列の記録比率と前記第２の吐出口列の記録比率の和
が、前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれにおいて互いにほぼ等しくなるように、前記記録比率
を設定することを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項１２】
　前記単位領域に記録する画像に対応するデータと、前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれに対
応するＮ個のマスクパターンと、に基づいて、前記Ｎ回の走査のそれぞれにおける前記制
御手段によるインクの吐出を行う際に用いられるＮ個の記録データを生成する生成手段を
更に有し、
　前記設定手段は、前記Ｎ個のマスクパターンのそれぞれにおける間引き率に基づいて前
記記録比率を設定することを特徴とすることを特徴とする請求項１から１１のいずれか１
項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１３】
　前記第１の種類のインクは、色材を含有するインクであり、
　前記第２の種類のインクは、色材を含有しないインクであることを特徴とする請求項１
から１２のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１４】
　前記第１の種類のインクは、第１の色材を含有するインクであり、
　前記第２の種類のインクは、色材を含有しないインクであり、
　前記第３の種類のインクは、前記第１の色材と異なる第２の色材を含有するインクであ
ることを特徴とする請求項７または８に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１５】
　前記第１の吐出口列は、前記第２の吐出口列よりも前記走査方向において上流側に配置
されていることを特徴とする請求項１から１４のいずれか１項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項１６】
　前記第１、第２の吐出口列は、前記複数の吐出口列内において前記走査方向において互
いに隣接する位置に配置されていることを特徴とする請求項１から１５のいずれか１項に
記載のインクジェット記録装置。
【請求項１７】
　第１の種類のインクを吐出するための複数の吐出口が配列方向に配列された第１の吐出
口列と、前記第１の種類と異なる第２の種類のインクを吐出するための複数の吐出口が前
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記配列方向に配列された第２の吐出口列と、を少なくとも含む複数の吐出口列が前記配列
方向と交差する走査方向に並んで配置された記録ヘッドを用いて記録媒体上に画像を記録
するためのインクジェット記録方法であって、
　前記記録ヘッドを前記記録媒体上の単位領域に対して前記走査方向に相対的にＮ回走査
させる走査工程と、
　前記複数の吐出口列のそれぞれをＮ個に分割してなるＮ個の吐出口群のうちの１つの吐
出口群に対応する距離だけ、前記走査工程による走査と走査の間に前記記録媒体を前記記
録ヘッドに対して前記走査方向と交差する搬送方向に相対的に搬送させる搬送工程と、
　前記複数の吐出口列の前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれに対して記録比率を設定する設定
工程と、
　前記Ｎ回の走査のそれぞれにおいて、前記設定工程により設定された前記記録比率にし
たがって前記Ｎ個の吐出口群のそれぞれから前記単位領域にインクを吐出させるように制
御する制御工程と、を有するインクジェット記録方法であって、
　前記設定工程は、前記Ｎ個の吐出口群のうちの第１の吐出口群と、前記第１の吐出口群
よりも前記配列方向において前記複数の吐出口列の一方の端部に近い第２の吐出口群と、
に関し、（ｉ）前記第１の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記録比率が、前記第１の吐
出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなり、（ｉｉ）前記第２の吐出口列
内の前記第１の吐出口群の記録比率が、前記第２の吐出口列内の前記第２の吐出口群の記
録比率よりも低くなり、（ｉｉｉ）前記第２の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比
率が、前記第１の吐出口列内の前記第１の吐出口群の記録比率よりも低くなるように、前
記記録比率を設定することを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のインクジェット記録方法を実行するために、インクジェット記録装
置のコンピュータを機能させることを特徴とするプログラム。
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